　＜日露開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

· 復習（江戸時代の対外関係）：

　江戸時代の日本は【①　　　】をしてヨーロッパとの貿易は【②　　　　】のみに制限した。しかしアジアの国々とは、長崎で【③　　　　】と、壱岐・対馬で【④　　　　】と昔どおりに貿易を続け、両国からは文化面でも日本は大きな影響を受けていた。

· 明治維新後の対外関係（教科書ｐ194・195を見なさい）

【欧米】

　欧米との【　　　　　　】の改正をこころみたが失敗し、日本を【　　　】並の国にすることを痛感し、その文化を取り入れた。
メモ：

【中国・清】

　1871年、対等な【　　　　】を結んだが、1874年政府はその領土である【　　　】に出兵した。
メモ：

【朝鮮】

　新たな関係を結ぼうとして断られ、1876年、強硬な態度でせまって【　　　　　　　】を押しつけた。　
メモ：

○問い：日本はなぜ中国・朝鮮に対して武力を行使したのだろう？

自分の考え：

他の人の考え：

メモ：

○まとめ：日本は欧米との間の【①　　　　　】で安い外国製品が大量に入って苦しんでいた。しかし【②　　】を攻めたり、【③　　】を武力で脅して開国させて【④　　　　　　】を押しつけ、安い外国製品をこれらの地域に売りつけたり、食料を安く買い取ったりした。

　　日本は【⑤　　】の文化を学んでその国々の仲間入りをしようとしたが、近隣の国々に対してはそれを武力で【⑥　　　】にしようとしたのである。

　　＜日露開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート②
· 復習（明治維新後の対外関係）
　　　日本は欧米との間の【①　　　　　】で安い外国製品が大量に入って苦しんでいた。しかし【②　　】を攻めたり、【③　　】を武力で脅して開国させて【④　　　　　　】を押しつけ、安い外国製品をこれらの地域に売りつけたり、食料を安く買い取ったりした。日本は【⑤　　】の文化を学んでその国々の仲間入りをしようとしたが、近隣の国々に対してはそれを武力で【⑥　　　　　】にしようとしたのである。
· 朝鮮をめぐる対立（教科書ｐ210を見なさい）
【支配者内部の争い】
　【①　　】と結んで近代化をすすめようとする勢力と　　【②　　　】に頼ろうとする勢力の対立
メモ：

【朝鮮国内の様子】
・朝鮮の市場をめぐる【①　　】【②　　】の競争が激しくなる。
　・農産物の【③　　】への大量輸出が民衆を苦しめる
　・支配者層が【④　　】をし、農民に【⑤　　　】をかけた。　　


【甲午農民戦争】
　・【①　　　】が武器をもって立ちあがり反乱。
　・民衆が【①】と結び、【②　　　】を除けと反対運動をおこす


· 問い：日清両国はなんのために朝鮮に出兵したのだろう？
自分の考え：
1 清は：
2 日本は：

他の人の考え
メモ：

○まとめ：【①　　】と【②　　】は朝鮮の市場をめぐって争っていたが、朝鮮の【③　　　】内にも両国と結ぶ勢力が対立し、【①】にたよる勢力が【①】の軍隊の力をかりて勝利した。1894年朝鮮の【④　　】と【⑤　　】が反乱を起こすや政府は【①】の軍に助けをもとめ、自国の利益が失われるのをおそれた【②】も朝鮮に軍を出し、両国は戦争になった（日清戦争）。
　　　＜日露開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
· 復習：　【①　　】と【②　　】は朝鮮の市場をめぐって争っていたが、朝鮮の【③　　　】内にも両国と結ぶ勢力が対立し、【①】にたよる勢力が【①】の軍隊の力をかりて勝利した。1894年朝鮮の【④　　】と【⑤　　】が反乱を起こすや朝鮮政府は【①】の軍に助けをもとめ、自国の【⑥　　　】が失われるのをおそれた【②】も朝鮮に軍を出し、両国は戦争になった（日清戦争）。
· 日清戦争の結果（教科書ｐ211を見なさい）
メモ：

· 日清戦争の影響（教科書ｐ212・213列強の中国侵略を見なさい）
【欧米列強の動き】
ヨーロッパの列強は中国侵略を進め【①　　　　】を獲得し【②　　　】建設や【③　　　】開発の権利を獲得し、かってに勢力範囲を決めた。【④　　　　】はこの動きをけん制し【⑤　　　　　　】を主張。
メモ：

【中国民衆の動き】
外国商品の流入により苦しめられた民衆が、教会や外国機関を襲った【⑥　　　　　】の運動に参加して広がり、1900年北京にはいり【⑦　　　　　】を包囲攻撃した。


【中国民衆の動きに対する外国の対応】
共同して北京に出兵し【⑧　　　】と【⑨　　　】を主力とする連合軍でこれをおさえ、以後中国侵略をつよめた。


○問い：なぜ欧米列強は中国民衆の動きをロシア・日本軍でおさえたのか？。
自分の考え：

メモ：

○まとめ：眠れる獅子とおそれられた清が【①　　】に敗れると【②　　　】の列強は競って中国を侵略した。その結果大量の外国商品の流入で苦しめられた民衆が教会や外国機関を襲い、北京の外国公使官を包囲すると（【③　　　】運動）、列強は共同で出兵し、フランス・ドイツは【④　　】を、イギリス・アメリカは【⑤　　】を頼り、両国の軍を主力にしてこの民衆の抵抗をおしつぶした。
　　　＜日露戦争に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート④
· 復習：日清戦争の影響
　　眠れる獅子とおそれられた清が【①　　】に敗れると【②　　　】の列強は競って中国を侵略した。その結果大量の外国商品の流入で苦しめられた民衆が教会や外国機関を襲い、北京の外国公使官を包囲すると（【③　　　】運動）、列強は共同で出兵し、フランス・ドイツは【④　　】を、イギリス・アメリカは【⑤　　】を頼り、両国の軍を主力にしてこの民衆の抵抗をおしつぶした。
· 列強の動き（教科書ｐ212「帝国主義」を見なさい）
【列強の動き】
　19世紀の終わり、【①　　　　　　】の発達した強国は強大な軍事力を持って【②　　　　　　　】などを侵略した。
· 【②】をどうしたか？
(a)自国の【③　　　】を売り、【④　　　】を買う。
(b)【⑤　　　】を出して鉄道・鉱山・工場・農園をつくり、安い賃金で【⑥　　　　】を働かせて
【⑦　　　　】を得る。
©侵略して領土を奪い、【⑧　　　　】にする。
※このような動きを【⑨　　　　　　】という
メモ：

○問い：日本とイギリスは何のために同盟を結んだのだろう？
自分の考え：
· 日本：
・イギリス：

メモ：

○まとめ：19世紀の終わり頃から欧米列強は【①　　　】をめぐって争っていた。【①】があれば自国の【②　　】は売れるし、【③　　】を安く買え、【④　　】などをつくって利益をあげられるからである。そして日清戦争で勢力下に置いた【⑤　　】と【⑥　　】とをめぐって【⑦　　　】と争った日本もこの争いに加わり、【⑦】をおさえるという共通の目的で1902年【⑧　　】と同盟を結んだ。
　　　＜日露開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑤
· 復習（日英同盟）：
　　19世紀の終わり頃から欧米列強は【①　　　】をめぐって争っていた。【①】があれば自国の【②　　】は売れるし、【③　　】を安く買え、【④　　】などをつくって利益をあげられるからである。そして日清戦争で勢力下に置いた【⑤　　】と【⑥　　】とをめぐって【⑦　　　】と争った日本もこの争いに加わり、【⑦】をおさえるという共通の目的で1902年【⑧　　】と同盟を結んだ。
· 日露開戦をめぐる人々の反応の特徴：
①主戦派
②不安派
③反戦派
④厭戦派

メモ：
メモ：
メモ：
メモ；

○問い：君がこの時代に生きていたらどの意見に賛成か？
自分の考え（理由）：

メモ
①主戦派
②不安派
③反戦派
④厭戦派

　　　賛成理由











　　反対理由











○問い：君は日露開戦に賛成？　反対？
自分の意見（理由もふくむ）：

討論メモ：

　　　＜日露戦争開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑥
· 日露戦争の結果（教科書ｐ214～215日露戦争を見なさい）
　　1904年に日露戦争は始まった。最初は【①　　　】有利にすすんだが、国民への【②　　】や外国からの【③　　　】にたよった戦争は長く続けられなかった。ロシアも【④　　　　】に対する不満と戦況の不利から国内で【⑤　　】がおこり、両国とも戦争継続が困難になった。そこで【⑥　　　　】をなかだちに、1905年【⑦　　　　】条約が結ばれ、ロシアは【⑧　　】における日本の指導権を認め、【⑨　　　　】半島南部の租借権や【⑩　　】などをゆずり、【⑪　　　　】をゆずることを認めた。
○問い：日露戦争はどちらが勝ったのか？
自分の考え：

メモ：

· 満州をめぐる緊張（教科書ｐ215を見なさい）
日本は【　　　　　　　　　】を設け、満州への勢力拡大に乗り出した。
●アメリカが日本のこの動きに強い警戒心をもったのはなぜ？

· 韓国併合（教科書ｐ216を見なさい）
【韓国併合】
日本は【①　　　】年に韓国併合を強行した。
土地制度をあらため、国とごく少数の【②　　　】にしか土地の所有を認めなかったので、【③　　　】は耕す土地を失い、生活に困った人は【④　　　】や満州に移住した。
　後ちには【⑤　　　　】の使用を強制し、【⑥　　　】を日本式に改めさせ、【⑦　　】への参拝を強制するなどした。
メモ：


　○まとめ：戦争を【①　　】られなくなった日露両国は【②　　　】に仲立ちを頼んで講和した。そして戦後日本がロシアから譲りうけた【③　　】や鉱山を経営するために会社をつくり、【④　　　】への勢力拡大をはかると、【④】での商売の自由を求めていた【②】や【⑤　　　】は、日本への警戒心を強めた。しかし【②】や【⑤】にも朝鮮の支配権を認めさせた日本は【⑥　　】年朝鮮を併合し、日本は【⑦　　】と対等な植民地をもつ大国になったのである。

　　　＜日露開戦に賛成？反対？＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑦
· 復習：（日本の海外侵略）
　　明治維新後の日本は、【①　　　】の国々を侵略する道を選んだ。1876年には【②　　　】を武力でおどして開国させ、【③　　　】な条約をおしつけ、その後【②】をめぐって【④　　　】と争い戦争となった（1894・95）。この戦争に勝利した日本は【⑤　　　】を植民地にし、【④】に勢力範囲を広げた。そして1904・5年には【⑥　　　】と戦争をして、【④】の一部である【⑦　　　　　　】南部と鉄道を租借する権利を手に入れ、以後【④】の【⑧　　　】地方を勢力範囲におさめようとし、1910年には【②】を併合して植民地とした。
· 海外侵略の背景（教科書ｐ218・219「貿易と産業革命」を見なさい）
　明治の日本は、国内産業を【①　　　　】との競争の中で育てることを課題とした。このため西洋の【②　　　　　】をとりいれながら様々な分野で【③　　　　】を進めた。
　【③】は【④　　　】産業からはじまり、綿糸工業は、【⑤　　　】や【⑥　　　】を主な輸出先とし、原料の綿花をインドから輸入した。
　そして綿糸や生糸の輸出で得た【⑦　　】をつかって欧米から【⑧　　　】製品を大量に輸入して【⑧】を発展させ、やがて【⑨　　　】戦争後にはさまざまな機械工業を発展させた。
メモ：

○問い：日本はなぜ大量の綿糸を輸出したのだろう？。
自分の考え：

メモ：

　○まとめ：日本の工業は【①　　　】諸国の安い製品と競争するため大量の【②　　】を【①】から輸入して工場制機械工業を発展させようとした。最初に産業革命をやりおえた【③　　】製品を【④　　】や【⑤　　】に輸出したのは、この【②】を輸入するための【⑥　　】を手に入れるためであり、【③】を売るために植民地を必要とした。また日本の【⑦　　】や【⑧　　】が貧しく大量の【③】製品を国内で売ることができないこともその背景にある。
　　　＜日露戦争に賛成？反対？＞まとめレポート　　　　　提出期限⇒　　　　　　まで
　　
　　１．日本は明治維新後どこの国々を植民地にしようとしたのか。そしてそれは何のためだったのかを説明しなさい。












　２．日清戦争で清が日本に負けると、ヨーロッパやアメリカの強国は清にたいして何をしたか。そしてそれは何をするためだったのかを説明しなさい。














　３．日本は日露戦争に勝利したあとどこを植民地にしたか。そしてその国をどのようにあつかったのか説明しなさい。












４．日露戦争はロシアと日本とが朝鮮・満州をどちらが植民地にするかという戦争でした。あなたが当時生きていたら、ロシアと戦争することに賛成ですか、反対ですか。その理由をふくめて説明しなさい。














５．この単元を学習して、疑問に思ったことやもっと知りたい事があれば書いてください。








６．この単元を学習しての感想を書いてください。








関心意欲（20）
知識理解（１５）
資料活用・社会的思考（１５）
総合（５０）






２年　　組　　番　氏名　　　　　　
　　　＜日露開戦に賛成？反対？＞まとめプリント　　　　　　　教科書を見て答えなさい
　　【１】不平等な条約（教科書ｐ179を見なさい）
· 修好通商条約で相手国に認めた「治外法権」とは何か？
· 修好通商条約で日本に認められなかった「関税自主権」とは何か？
　　【２】欧米・東アジアとの関係（教科書ｐ194・195を見なさい）
· 1871年の岩倉具視ら欧米への使節の目的は何か？
　　　　・その目的は成功したか？
· 1874年に日本が台湾に出兵した目的は何か？
· 1876年に朝鮮に不平等な条約をおしつけたとき、どんなやりかたでおしつけたか？
　　【３】朝鮮の動きと日清戦争（教科書ｐ210・211を見なさい）
· 明治政府の朝鮮に対する外交の姿勢はなんだったか？
· 1894年朝鮮の農民や民衆が「外国の勢力をのぞけ」と主張したのはなぜか？
· 1894年朝鮮の農民や民衆が武器をもって政府に反乱を起こした理由は何か？
· 1894年に日清両国が戦争をおこしたきっかけは何か？
· この戦争はどちらが勝ったか？
· 1895年に下関条約で日本が清に認めさせたことをあげなさい。
　　（１）
　　（２）
　　（３）
　　（４）
· この時、日本がリャオトン半島を自分のものにすることに反対した国はどこか？
· この国々が反対した理由は何か？
　　　【４】列強の中国侵略と民衆（教科書ｐ212・213を見なさい）
· ヨーロッパの強国がアジア・アフリカを侵略した目的を説明しなさい。
· 上のような目的で外国の領土を奪い植民地にした動きを何とよびますか？
· 日清戦争後、ヨーロッパの列強は清にたいしてどうしたか？
· またアメリカはこの動きに対して何を主張したか？
· 中国の民衆の生活が苦しくなったのはなぜか？
· 中国民衆が外国の侵略に反対しておこした運動を何とよぶか？
· 列強諸国はこの動きをどのようにして押さえたか？
· この民衆の動きを押さえた後。列強は中国をどうしたか？
　　【５】日露戦争（教科書ｐ214・215を見なさい）
· 1902年に日本がイギリスと同盟を結んだ目的は何か？
· イギリスが日本と同盟を結んだ目的は何か？
· 日英同盟後、日本の世論はどの方向に傾いていったか？
· 1904年にはじまった日露戦争はどこを戦場として行われたか？
· 日本がこの戦争を長く続けられなかった理由は何か？
· ロシアがこの戦争を長く続けられなかった理由は何か？
· 1905年のポーツマス条約はだれのなかだちで結ばれたか？
· この条約で日本がロシアに認めさせたことをあげなさい。
　　（１）
　　（２）
　　（３）
· この条約で講和をすることに対して国民の一部が反対した理由は何か？
· 1906年日本が満州の勢力拡大に乗り出したとき、この動きに強い警戒心を持った国はどこか？
· その理由は何か？
　　【６】韓国併合（教科書ｐ216・217を見なさい）
· 日本が韓国を併合したのはいつか？
· 日本はどのようにして韓国の植民地化を進めたか？
· この植民地化の過程でたくさんの農民が生活に困ったのはなぜか？
· 生活に困った人はどこに移住したか？
· 日中戦争（1937年から）のころ日本は朝鮮の人々を日本に同化するためにどんなことをやったか？
　　【７】条約改正の歩み（教科書ｐ208・209を見なさい）
· 欧米諸国が「治外法権」の廃止をみとめた条約を日本と結んだのはいつか？
· 日本が関税自主権を回復したのはいつか？
　　【８】日本の産業革命（教科書ｐ218・219を見なさい）
· 明治時代の日本は西洋の進んだ技術を取り入れて産業革命を進めたが、このようなことを進めなければいけなかった理由は何か？
· 日本の産業革命はどの分野の産業から始まったか？
· この中の綿糸産業はどこを輸出さきとしていたか？
· この綿糸産業は原料をどこから輸入していたか？
· 日本は生糸や綿糸を輸出してえた外貨をどう使っていたか？
· 機械製品を国産化するために鉄鋼を供給する日本最初の近代的製鉄所として作られた工場をなんというか？
· この工場はいつ作られたか？
· この工場の建設費は何でまかなわれたか？
· 日本で機械工業が発達しはじめたのはいつか？









